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☆東北管内の動き 

 １ 「東北大豆・麦セミナーin せんだい」を開催しました 

 ２ 平成 30 年産大豆の検査結果（速報値）について 

３ 平成 30 年産大豆に係る収穫後入札取引結果（平成 31 年 2 月実施分） 

 

 

☆東北管内の動き 

 

１ 「東北大豆・麦セミナーin せんだい」を開催しました 

 

東北地域大豆振興協議会では、平成 31 年 3 月 1 日（金曜日）に仙台合同庁舎 A

棟 8 階講堂において「東北大豆・麦セミナーin せんだい」を開催し、大豆・麦生産

者をはじめ、農業協同組合、行政機関などから約 140 名の参加がありました。 

本セミナーは「麦の部」と「大豆の部」の２部構成でした。豆だよりでは、このう

ち「大豆の部」の内容（セミナー配布資料及び質疑応答概要）をご紹介します。 

 

＜大豆の部＞ 

    ア．取組事例「仙大豆のブランド化の取り組み」 

    イ．情報提供「難防除雑草～その特徴と防除法～」 

    ウ．情報提供「ダイズシストセンチュウの特性と防除対策」 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セミナーの様子 
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仙大豆のブランド化の取り組み
～大豆フードイノベーション～

仙台農業協同組合

営農経済推進部マーケーティング課

小賀坂行也

JA仙台の概要
正組合員数 ： 12,238名（9,091戸）

准組合員数 ： 21,906名（19,610戸）

総代数 ： 501名（うち女性総代 61名）

役員数
理事：
監事：

30名（うち女性 2名常勤 5名）
5名（うち常勤 1名）

職員数
正職員：

有期契約・嘱託職員：
合 計：

525名
84名
609名

（平成30年3月末現在）



水田：6,395ha 畑：1,573ha 果樹：37ha 花卉等：40ha

管内の大豆の栽培状況（平成30年度）
市 町 ミヤギシロメ タンレイ

仙台市 432.6ha 230.9ha

多賀城市 1.8ha

松島町 39.5ha

利府町 16.3ha

七ヶ浜町 12.6ha

合 計 502.9ha 230.9ha
出所：JA仙台との出荷契約



全国の大豆栽培状況（平成29年産）
作付面積ランキング 生産量ランキング

出所：農林水産省「作物統計調査」（2017）

1位 北海道 41,000ha

2位
3位
4位
5位

1位 北海道 100,500t

2位
3位
4位
5位

仙大豆ブランドのきっかけ

•平成23年3月 東日本大震災

•平成25年9月 キリン絆プロジェクト（地域ブランド再生、
六次産業化促進）の資金支援

震災復興だけでなくその後も継続できるビジョン

復旧農地で最初の生産したのが大豆

全国で第2位の生産量を誇る大豆の認知度向上

仙台の強みを追及

宮城よりも仙台という知名度生かす

東北で最大の都市で購買層が多い

金額が高くても購入してもらえる（差別化しやすい）
おみやげニーズをターゲットに設定



仙大豆ブランドの物語（ストーリー）

仙台東部地区は昔から米を中心に
大豆や麦を生産する農業地帯で
あったが、東日本大震災により甚大
な被害を受けた。

農家が再び立ち上がり、復旧した農
地で最初に生産したのが大豆であり、
農家の想いに応えたい、大豆の魅
力を伝えたいという強い意識がきっ
かけとなった。

宮城県が全国第2位の作付面積を
誇る大豆産地であることは、消費
者にはあまり知られていない。

そこで、宮城県産大豆の知名度を
上げることで被災した農家の生産
意欲を喚起し、地域農業振興・産
地化へつなげていきたい。

宮城＝仙台の大豆と認知してもらうために、「仙台の大豆、だから仙大豆。」
という分かりやすいネーミングのもと、これまでにないような
新たな大豆食品を開発
⇒ 大豆フードイノベーションを展開する「仙大豆プロジェクト」が誕生

仙台にちなんだ三日月を、主役の大豆で一粒一粒表現しました。
深い藍色と落ち着いたゴールドが、幅広い層に愛される高級感を
演出します。



開発商品

仙大豆プロジェクト

事業実施体制

仙台農業協同組合
株式会社イヌイ
（パティスリーポタジエ）

大豆生産農業者



仙大豆のマーケティングミックス（4P）

Price（価格）
・お土産ニーズやこだわり層を
狙った高価格帯

⇔NB商品には価格競争で勝てない

Product（商品）
・宮城県産大豆ミヤギシロメ使用
・新たな加工食品の提案
・大豆のヘルシーさ（低糖質、
高たんぱく質、高食物繊維）を活用

Place（流通）
・直売所での販売

・仙台駅・仙台空港等のお土産
ニーズを見込める小売店

・大手卸会社を通じたコンビニ・
スーパーへの全国展開

Promotion（プロモーション）
・HP・オンラインショップの整備
・ラジオCMの放送（平成29年度）
・マスコミへの露出
・全国での販促によるプロモーション

対象マーケット及び販路の考え方・戦略

•本ブランドでは、開発からの時期と商品によって
ターゲットやその販路を変化させている。

•ブランド立ち上げ時期は「仙大豆」のネーミング
を覚えてもらうことを目的
⇒おみやげニーズ、セレクトショップ 等

•より多くの消費者の方に知ってもらうことを目的
⇒コンビニ、量販店 等



開発初期（平成27年～28年）
• 「仙大豆」というネーミングを通じて「大豆」と「仙台」を
強調するためにお土産ニーズをターゲットと設定

•地元仙台駅・仙台空港の他に、首都圏（羽田空港、
東京駅、新宿駅等）の販売先を確保しブランド浸透を
計画

•駅を中心に、こだわりのあるセレクトショップにも展開
•お土産として買ってもらえるような商品・パッケージ

マスマーケティング期①（平成29年～）
•駅・セレクトショップを中心とした販売とメディアによる
宣伝効果により、仙大豆という名前が一定程度浸透
したことを実感

•さらなるブランド浸透のためコンビニへの進出を計画

•スナック菓子を開発し、首都圏コンビニにて販売し、
知名度を向上



マスマーケティング期②（平成30年～）
•ソイチップスが首都圏で好評であったことから、より日
常生活に入り込むことを検討

•デイリー商品（日配品）であるヨーグルトの開発に着手

•宮城県・首都圏・関西圏のコンビニ、量販店等への販
路拡大に着手

グローバル展開期（平成30年～）
• 国内マーケットのみならず、商談会等を通じて海外マーケット
にもアプローチ。

• 大豆のもつ機能性や低糖質という商品特長をPR
• 平成30年6月に、オーストラリアにスナック菓子を輸出
• 平成30年7月には、シンガポールの日系店舗で催事販売



実現・発展可能性
• スイーツをはじめとする土産品だけでなくデイリーな商品も開
発したことから、より多くのターゲット・販路にアプローチできる
ようになってきた。
⇒仙大豆を通じて、仙台＝宮城の大豆のPR

魅力的な

商品開発

マーケットの

拡 大

県産大豆の

認知度向上

実需者の

評価向上

農業者の

生産意欲喚起

⇒地域農業振興プログラム

• 大豆の持つ低糖質、高タ
ンパク質、豊富な食物繊
維という特徴は、国内の
みならず海外においても
需要がある。

• 仙大豆プロジェクトによる
農業発展サイクル

その他
• クラウドファンディングの活用
「腸内環境を健康に！“食べて応援” 
仙台の大豆丸ごとヨーグルト！」
支援総額：622,000円（目標金額：500,000円）

• みやぎ食と農のクラウドファンディング支援事業の活用



受賞歴
平成26年10月 仙台市産業振興事業団主催
「第1回新東北みやげコンテスト」 優秀賞
平成27年 9月 復興庁主催 「世界にも通用する
究極のお土産」 ノミネート商品（ソイパスタ）認定

平成28年 2月 宮城県主催 平成27年度
「食材王国みやぎ」推進優良活動表彰 特別賞

平成30年8月 日本農業新聞主催
一村逸品大賞前期優秀賞（ソイチョコみかん）

平成30年11月 復興庁主催「新しい東北復興ビジネスコンテ
スト2018」 企業賞 受賞 NEW!
平成31年2月 日本農業新聞主催
第15回一村逸品大賞大賞 受賞 （ソイチョコみかん）NEW!

日本農業新聞2/21（木）1面



一村逸品大賞ソイチョコみかん

最も人気のあるソイチョコシリーズのひとつ

愛媛県のJAおちいまばりで生産された愛媛県産みかんをパ
ウダーを原料として利用

JAおちいまばりには東日本大震災の復興支援として人的支
援をして頂き、その職員も仙大豆の商品開発に関わって頂い
た。その後に姉妹JA協定を締結。
震災復興と姉妹JAの絆の証として本商品を開発

10/25宮城テレビ news every.で紹介されました



5/15東日本放送ナマイキTVで紹介されました

宮城県内の主な取扱店のご紹介
たなばたけ高砂店（JR仙石線陸前高砂駅隣接）
食材王国みやぎ（仙台駅1F）
東北めぐり いろといろ（エスパル仙台東館2F）
仙台国際ホテル売店デリカショップ

仙台空港 DATEマルシェ
※店舗によって取扱い商品は異なりますので、事前に店舗にお問い合わせください。



今後の展望と課題

販売戦略の再考

多岐にわたる商品・販路によって、商品管理・出荷作業が
複雑化

プロジェクトの基本に立ち返ることも必要

仙大豆プロジェクトを農業者も巻き込んだ「運動」化

商品開発は少ない人数で進めないとうまくいかない
⇔一部にしか浸透していない

大豆を生産している農業者とともに、大きな運動へと発展

人材の育成

震災復興と大豆の認知度向上を目的としたプロジェクト

想いをもった職員や農業者を育成



取組事例「仙大豆のブランド化の取り組み」質疑応答概要 

 

（質問） 

取組は「仙大豆」の認知度を高めている点で

うまくいっていると感じるが、生産者としては

買取面等で収入の増加につながる取組となる

ことを期待する。 

（小賀坂氏） 

 生産意欲向上のためプロジェクトを大豆生

産者の収入増加につなげていくことは重要と

考えている。現状はまだそこまで至っていない

が、将来はそこまでいければ、と考えている。 

 

（質問） 

 ミヤギシロメで多様な商品を開発されているが、商品開発する中で、大豆に

付与してほしい特性などがあれば聞かせてほしい。 

（小賀坂氏） 

 加工する場合には大豆の青臭さがないほうが使いやすい。ミヤギシロメに関

しては、加熱すれば青臭さは消え、大粒といった特徴も菓子に生かせるので、

使いやすい品種である。 



難防除雑草
～その特徴と防除法～

農業・食品産業技術総合研究機構
中央農業研究センター

澁谷知子

2019.3.1 東北大豆・麦セミナー in せんだい

◎はじめに

難防除雑草の問題
⇒外来雑草問題
防除が難しい
被害が大きい

【対策の基本】
侵入段階 対策
1. 未侵入 → 入れない
2. 侵入初期 → 広げない
3. まん延 → 被害回避



1. 未侵入 → 入れない

①警戒すべき雑草を知る
警戒パンフレットの活用

②圃場周辺を観察する
あるかもしれないという目で観察
早期発見が次につながる

③完熟堆肥を使う

［侵入経路の一つ］
輸入飼料に混入してい
る難防除雑草の種子が
家畜からきゅう堆肥を
通じて圃場に侵入
→地域全体で連携して
問題解決へ

オオブタクサに絡みつく
アレチウリ

オオブタクサ

2. 侵入初期 → 広げない
①圃場周辺での侵入初期
種子生産阻止のタイミングでの徹底防除
非選択性茎葉処理剤
適期の草刈り
→圃場への侵入防止をはかる

②圃場での侵入初期
種子生産阻止のタイミングでの徹底防除
手取りも含めて実施
→雑草が少ない段階なら低コスト

③他の圃場に広げない
作業機械で種子が広がる可能性あり
侵入していない圃場から作業開始
難防除雑草が侵入した圃場は後に作業する

④圃場周辺の管理は地域全体で実施する

帰化アサガオ類の地域全体への
まん延を防止するためのほ場周
辺管理技術（農研機構中央農
研）より

（例）アサガオの場合



3. まん延 → 被害回避
①大豆の苗立ち・初期生育を確保
排水対策や播種精度を高める
大豆の生育が良ければ雑草に対する競争力が高まる

②初期に発生する雑草を防除する
初期発生個体は大きくなるので害が大きい
小さいうちなら防除しやすい

③後発生個体が問題にならない時期
まで防除を継続する

大豆畑における帰化アサガオ類の防除
技術（農研機構中央農研）より

（例）アサガオの場合

現場にあわせた
総合的防除体系
の確立が必要

大豆作の総合的防除体系で使える手段
• 播種前に発生している雑草の徹底防除（耕起、除草剤）
• 土壌処理剤
• 茎葉兼土壌処理剤（大豆出芽揃い期）

イマザモックス液剤（パワーガイザー液剤）全国で使用可能
• 全面茎葉処理剤

ベンタゾン液剤（大豆バサグラン液剤）
フルチアセットメチル乳剤（アタックショット乳剤）

2018年農薬登録（大豆への初期薬害と効果の高い雑草種の対応に関
して体制が整った地域から丸和バイオケミカル（株）が販売開始）

• 機械防除
レーキ式
中耕培土（ロータリー式、ディスク式）

• 畦間処理、畦間株間処理
• 塗布処理（グリホサート（タッチダウンiQ））
• 落葉期処理（グリホサート（ラウンドアップマックスロード））
• 手取り
• 作付け体系や栽培体系の変更



新規全面茎葉処理剤フルチアセットメチル乳剤
（アタックショット乳剤）の特徴

大豆に対して初期薬害が生じる雑草種によって効果が異なる

• 本剤を安全に効果的に使用するため、効果と薬害の
特徴を十分理解する必要がある。

• 薬害発生メカニズムは解明されていない。

• このため、普及指導機関、除草剤メーカー、生産者の
連携体制を整える必要がある。

• 除草剤メーカー（丸和バイオケミカル株式会社）の方
針により、体制が整ったところから販売している。 寒冷地では、初期薬害が強く出て10%程減収

する事例があった。

情報を
蓄積する
必要あり

オオブタクサ（未侵入）入れない

農研機構 警戒雑草情報パンフレット
シリーズより

• 北米原産、高さ３～６ｍになる
• 葉は20～30cm、切れ込みがあり、
クワの葉に似る

• 河川敷などでまん延
• 飼料用トウモロコシ畑に侵入
• 大豆畑への侵入すると生育速度が
速いことから、深刻な害をおよぼ
すと考えられる

• 飼料用トウモロコシではトプラメ
ゾン（アルファード液剤）の効果
が高い

• 非常に大型で競争力が強い
• 大豆作では効果が期待できる除草
剤はほとんどない

• 非選択性茎葉処理剤は効果あり



アサガオ類（未侵入 入れない））
（侵入初期 徹底防除で広げない）
（まん延 被害回避） ツールが増加、新しい

マニュアル準備中

アサガオ類
［総合防除体系の例］

大豆出芽直前～揃い期（イマザモッ
クス液剤（パワーガイザー液剤））生育
抑制により次の防除効果が高まる

実証試験の蓄積が必要
（侵入初期 徹底防除で広げない）
（まん延 被害回避）

全面茎葉処理（フルチアセット
メチル乳剤（アタックショット
乳剤））後発生や再生個体を防除
（体系処理が必須）

代替？



アレチウリ（未侵入～侵入初期 徹底防除→広げない）

農研機構 警戒雑草情報パンフレット
シリーズより

• 北米原産、つる性で５～８ｍ
• 果実にとげがある
• 特定外来生物に指定
• 芽生えはキュウリに似る
• 河川敷などでまん延
• 種子が水で運ばれる
• 飼料用トウモロコシ畑に侵入
• 大豆畑への侵入の報告あり
• 飼料用トウモロコシではトプラメゾ
ン（アルファード液剤）の効果が高
い

• 発生期間が長い
• 大豆を覆いつくして収穫不能になる
• 非選択性茎葉処理剤の塗布処理の効
果あり

地域によって

大豆
アレチウ
リ

防除
タイミング
（目安）

8月 上

時期

6月 下 ←播種後土壌処理除草剤
　DCMU水和剤（ダイロンゾル）等

播種後出芽前

7月

上
←全面茎葉処理
　ベンタゾン液剤（大豆バサグラン液剤）

播種後約14日

中
←中耕培土（株間の手取り除草）

茎葉処理後
7～14日

下
←畦間・株間処理処理
　DCMU水和剤（ダイロンゾル）等

中耕培土後7～
14日

播種

2葉期 3葉期

開花期

発生始

後発４葉期

後発5葉期

アレチウリ（未侵入～侵入初期 徹底防除で広げない）
地域によって

・宮城県の研究成果あり
［総合防除体系の例］

◎アレチウリの開花結実前（8月頃）にグリホサート液剤（タッチダウンiQ）の
塗布処理（専用塗布器パクパク）

地域で異なるので実証試験の蓄積が必要

フルチアセットメチル乳剤との体系防
除が有効（中耕培土や畦間・株間処理
の代替になる可能性がある）

発生状況→適期に防除を追加（省略もあり）



イヌホオズキ類
（未侵入 入れない））
（侵入初期 徹底防除で広げない）
（まん延 被害回避）

• ナス科一年生雑草
• 全国に分布
• 東北地域でもすでに問題
• イヌホオズキ類はいろいろある
• 寒さに強く、降霜期まで茎葉が枯れない
• 紫暗色に熟した果実が汚損粒の原因となる
• リニュロンを含む土壌処理剤の効果が高い
• 後発生個体は小さいうちに防除する

生育期の全面茎葉処理剤（アタックショット乳剤）
中耕培土
畦間株間処理（リニュロン水和剤（ロロックス水和剤））

ヒロハフウリンホオズキ
（未侵入 入れない））
（侵入初期 徹底防除で広げない）
（まん延 被害回避）

• ナス科一年生雑草
• 温暖地以南で問題となっている
• 地球温暖化によって東北地域で問題になる可能性?
• 寒さに強く、降霜期まで茎葉が枯れない
• 茎葉の水分含有率が高い
• 茎葉や直径1.5cmくらいの果実が汚損粒の原因となる
• リニュロンを含む土壌処理剤の効果が高い
• 後発生個体は小さいうちに防除する

生育期の全面茎葉処理剤
フルチアセットメチル乳剤（アタックショット乳剤）
中耕培土
畦間株間処理（リニュロン水和剤（ロロックス水和剤））



イヌホオズキ類やヒロハフウリンホオズキ

［総合防除体系の例］
地域で異なるので実証試験の蓄積が必要

◎収穫期に残草している雑草の抜き取り（汚損粒対策）

発生状況→適期に防除を追加（省略もあり）

大豆
イヌホオ
ズキ類

防除
タイミング
（目安）

時期

6月

7月 中

8月 上

下 ←播種後土壌処理除草剤
　リニュロン含有剤（ラクサー乳剤等）

上
←全面茎葉処理
　フルチアセットメチル乳剤（アタック
ショット乳剤）

播種後約14日
（土壌処理剤の効果
が低い場合は早目）

播種後出芽前

下

←畦間・株間処理処理
　リニュロン水和剤（ロロックス水和剤）

中耕培土後7～
14日後か同時

←中耕培土1回
茎葉処理後
7～14日

播種

2葉期 3葉期

開花期

発生始

後発４葉期

後発

カロライナツユクサ
（未侵入 入れない）

• ツユクサ科一年生雑草
• 西日本（特に九州北部）で問題
• 地球温暖化によって東北地域で問題になる可能性?
【大分県の研究成果】
• 切断に強く、茎の節から根を出して活着する

中耕培土だけでは防除できない
• ほふく茎で大豆を覆いつくすと収穫不能になる
• 発生期間が長い
• カロライナツユクサ3葉期ごとに防除
→3葉期を過ぎると機械でも除草剤でも防除できなくなる
生育期の全面茎葉処理剤の体系処理が必要
非選択性茎葉処理剤の畦間あるいは畦間株間処理

警戒雑草情報パンフレットより

カロライナ
ツユクサ
3枚の水色の
花びら

ツユクサ
青色の2枚
の花びら在来のツユクサよりも暑さに

強く、発生期間が長い



ニシキアオイ
（未侵入 入れない）

• メキシコ原産、アオイ科一年生雑草
• 温暖地の大豆作で侵入し始めている
• 大豆収穫期でも開花結実しながら生育
• 地球温暖化によって東北地域で問題になる可能性?
• 凍霜で枯れる直前まで茎葉の水分含有率が高く汚損粒の原
因となる

• 土壌処理剤の効果が低い
• 初期に発生した個体を茎葉処理剤で確実に防除する

全面茎葉処理剤
ベンタゾン液剤（大豆バサグラン液剤）
フルチアセットメチル乳剤（アタックショット乳剤）
グリホサート（タッチダウンiQ）の塗布処理

◎まとめ
• 難防除雑草は「入れない」「広げない」

→変な雑草を発見したら知らせる（普及→試験場→農研機構）
• 圃場周辺の管理は地域全体で実施
• 大豆の苗立ち・初期生育の確保
• 雑草の発生や生育を観察して、初期に適期防除
• 新しい技術の特性を把握して関係者の連携を図る

→全面茎葉処理剤の大豆への初期薬害と雑草への効果の情報を共有
→安全かつ効果的に使用する

• 地域ごとの栽培方法や雑草の発生状況に応じた難防除雑草
の総合的防除体系を作成する
→雑草の種類や栽培体系にあった防除体系を作成する
→防除体系にあわせた栽培が可能か検討する

ご清聴ありがとうございました



情報提供「難防除雑草～その特徴と防除法～」質疑応答概要 

 

（質問） 

 茎葉処理剤について、タデ類にはベンタゾ

ン液剤、シロザにはフルチアセットメチル乳

剤の効果が高いとのことだが、タデ類とシロ

ザが同時に発生している場合は、どちらを優

先して防除したらよいか。 

（澁谷氏） 

 複数種類の雑草が混在している場合は、発

生密度や生育ステージを比較して、優勢とな

っている種の雑草の防除を優先していただきたい。 

 

（質問） 

フルチアセットメチル乳剤とベンタゾン液剤は混用を避けることになって

いるが、フルチアセットメチル乳剤処理後、どのくらいの期間をあければベン

タゾン液剤を使用しても問題ないか。 

（澁谷氏） 

 フルチアセットメチル乳剤とベンタゾン液剤を混用した場合、薬害を助長す

るケースがあるため、混用を避けるよう注意喚起されているところ。フルチア

セットメチル乳剤とベンタゾン液剤の体系処理については、１週間の間隔を空

けた場合、薬害の助長はなかったという事例があるので、１週間程度期間を空

ければ、問題ないのではないかと考える。 

 

【講演で使用した資料】 

・大豆難防除雑草～その特徴と防除法～ 

https://www.jadea.org/houkokusho/daizu/documents/H29daizu.pdf 

 



1

2



Heterodera glycines

Heterodera schachtii 2017

1

2

Globodera rostochiensis 1972 11,000ha

Globodera pallida 2015



2 3
1

28 25 22 19
592 623 378 127
233 245 379 486



2
3



( )

70
80 90



Peking PI90763

0%

100%

27

11,100ha 7,900ha5,140ha



1 70 80%
2 60%

(
MC

( )
( )



情報提供「大豆シストセンチュウの特性と防除対策」質疑応答概要 

 

（質問） 

捕獲作物を利用してセンチュウ密度の低減を

図る場合、どのくらいの生育量（ボリューム）が

必要か。 

（串田氏） 

センチュウ密度の低減を目的とした場合、ボリ

ュームではなく栽培期間が重要。クロタラリアジ

ュンセアの場合、関東地方で栽培すると２メート

ル超、北海道で栽培すると 50 センチメートルか

ら１メートル程度と生育量に差はあるが、播種か

ら 60 日間栽培すれば十分な密度低減効果が得られることが分かっている。な

お、生育量が大きい場合、分解に時間がかかるため、すき込み後すぐに大豆を

播種すると窒素飢餓となる。生育量とすき込み時期には留意をしてほしい。 

 

（質問） 

鶏ふん施用で 10 年以上連作し、ある程度の収量を維持している事例をいく

つか聞いたことがあるが、北海道にも同様の事例はあるか。 

（串田氏） 

同様の事例はよく聞くが、北海道での報告はない。 

なお、証明はされていないが、シストセンチュウが発生した状況で連作し続

けると、ある時点で天敵微生物相が豊富になりセンチュウ密度が低下していく

ことが分かっている。どこまで連作を続ければそういった状況になるのか指標

がないためお勧めはできないが、長期連作で収量を維持しているケースは、こ

ういった事例と合致しているのかもしれない。 

 

（質問） 

センチュウ害発生時は根粒菌がつかなくなるため、窒素栄養を与えれば被害

が軽減できるといった情報があるが、このことについて意見を聞かせてほしい。

また、センチュウ密度を計測する際の土の取り方を知りたい。 

（串田氏） 

窒素の投与は、黄化した葉を一時的に緑色に戻すが、センチュウにエサをや

るのと同じことになり翌年の密度が高くなるので、やめたほうが良い。 

計測用の土の取り方に関しては、一筆のほ場の中でも密度むらがあるため、

安定して計測できる土をとるのは非常に難しい。これといった答えがないのが



現状である。 

 

（質問） 

ジャガイモと大豆で輪作をする場合、ジャガイモシストセンチュウとダイズ

シストセンチュウそれぞれに対して密度低減効果があるという理解でよいか。 

（串田氏） 

そのとおり。東北地方でジャガイモシストセンチュウが発生している地域は

限られているが、もし、ジャガイモシストセンチュウとダイズシストセンチュ

ウの両方が発生している地域があるのであれば、ジャガイモと大豆で輪作する

ことでそれぞれのシストセンチュウ密度を低減することができる。 

 

（質問） 

東北では下田不知系抵抗性で「極強」系統（品種となる手前）の育成を進め

ている。極強の系統・品種について打破される可能性は低いと考えてよいか。 

（串田氏） 

打破されないとは言い切れないが、打破される可能性は非常に低いと考える。 



２　平成３０年産大豆の検査結果（速報値）について

　１．普通大豆

計 １等 ２等 ３等 規格外 １等 ２等 ３等 規格外
青　森 4,046     551        1,916     1,537     41         13.6    47.4    38.0    1.0     
岩　手 4,226     2,127     1,343     717        39         50.3    31.8    17.0    0.9     
宮　城 13,629    5,306     5,268     3,044     10         38.9    38.7    22.3    0.1     
秋　田 8,053     351        3,910     3,694     97         4.4     48.6    45.9    1.2     
山　形 5,128     896        1,840     2,370     22         17.5    35.9    46.2    0.4     
福　島 1,399     498        511        390        -           35.6    36.5    27.9    -      
東北計 36,481    9,730     14,789    11,753    210        26.7    40.5    32.2    0.6     
全国計 160,492  56,873    58,242    44,512    865        35.4    36.3    27.7    0.5     

　２．特定加工用大豆 　３．種子大豆

計 合格 規格外 合格 規格外

青　森 923        921        2           99.7       0.3        青　森 -        

岩　手 333        333        0           99.9       0.1        岩　手 -        

宮　城 1,109     1,109     -           100.0     -         宮　城 95      

秋　田 1,486     1,485     1           99.9       0.1        秋　田 122    

山　形 892        891        2           99.8       0.2        山　形 87      

福　島 88         88         0           100.0     0.0        福　島 8        

東北計 4,832     4,826     5           99.9       0.1        東北計 312    

全国計 23,013    22,937    76         99.7       0.3        全国計 1,216  

（注1）ラウンドの関係上、計と内訳が一致しない場合がある。

（注2）検査数量には、産地品種銘柄の証明対象外の数量も含まれる。

合格

東北における平成30年産大豆の検査結果（速報値）（平成31年2月末日現在）

 　この資料は、農林水産省公表資料「平成30年度における大豆の農産物検査結果（速報値）（平
成31年2月28日現在）」（平成31年3月27日公表）をもとに、東北管内に該当する部分を整理したも
のです。

検査数量（トン） 等級比率（％）

検査数量（トン） 等級比率（％） 検査数量（トン）



　４．銘柄別検査結果

検査数量 検査数量
（トン） １　等 ２　等 ３　等 規格外 （トン） 合　格 規格外

青丸くん 岩手 10 58.1 41.9 - - - - - 10 
秋試緑１号 秋田 6 - 20.6 60.8 18.6 5 100.0 - 11 

あきたみどり 秋田 19 - 12.4 87.6 - 9 100.0 - 28 
あきみやび 宮城 - - - - - - - - - 

宮城 187 37.6 50.8 11.5 - 9 100.0 - 196 
山形 17 66.3 21.6 12.0 - 2 100.0 - 19 
福島 400 - 37.3 62.7 - 4 100.0 - 404 

エンレイ 山形 1,060 4.6 54.5 40.8 - 129 100.0 - 1,190 
青森 3,910 13.8 47.5 38.0 0.8 832 99.7 0.3 4,743 
福島 3 - 9.2 90.8 - 0 100.0 - 3 

オクシロメ 青森 17 36.8 55.1 8.1 - - - - 17 
きぬさやか 宮城 114 - 35.4 64.6 - - - - 114 

山形 2,693 23.1 29.5 47.3 0.1 267 100.0 - 2,960 
福島 274 75.7 11.1 13.1 - 11 100.0 - 285 
青森 1 - 100.0 - - - - - 1 
岩手 827 55.5 26.4 17.1 1.0 50 100.0 - 876 
山形 153 31.3 15.7 45.1 7.9 44 100.0 - 198 

スズカリ 岩手 0 100.0 - - - - - - 0 
すずさやか 秋田 23 - 1.1 98.9 - 40 100.0 - 62 

山形 8 76.1 12.9 11.0 - 3 100.0 - 11 
福島 - - - - - - - - - 
宮城 4,199 66.9 26.3 6.9 - 62 100.0 - 4,261 
福島 697 41.5 46.1 12.4 - 39 100.0 - 735 
秋田 - - - - - - - - - 
山形 59 9.0 3.7 86.2 1.1 7 100.0 - 66 

タンレイ 宮城 3,361 16.1 44.0 39.9 0.0 445 100.0 - 3,806 
ナンブシロメ 岩手 342 28.6 46.3 24.6 0.4 27 100.0 - 370 
ふくいぶき 福島 12 - 60.1 39.9 - 4 100.0 - 15 

岩手 7 74.0 10.0 16.0 - - - - 7 
宮城 5,429 33.3 43.7 22.9 0.1 435 100.0 - 5,864 

ユキホマレ 岩手 20 94.1 5.9 - - - - - 20 
岩手 2,620 50.9 32.4 16.3 0.4 166 100.0 - 2,786 
秋田 7,716 4.4 50.5 44.2 0.9 991 100.0 - 8,707 
山形 533 27.3 55.1 17.3 0.3 30 99.4 0.6 564 
岩手 2 - 60.7 33.9 5.4 - - - 2 
秋田 - - - - - - - - - 
福島 - - - - - 2 100.0 - 2 

すずかおり 山形 50 12.8 10.5 76.7 - - - - 50 
岩手 10 100.0 - - - - - - 10 
宮城 112 37.5 48.9 13.6 - 5 100.0 - 118 
福島 0 - - 100.0 - 4 100.0 - 5 

（注）　表中の比率は、ラウンドの関係上１００％にならない場合がある。

 合　　計
（トン）

等級比率（％） 等級比率（％）

タチナガハ

産地
普　通　大　豆 特定加工用大豆

あやこがね

おおすず

里のほほえみ

シュウリュウ

スズユタカ

タチユタカ

ミヤギシロメ

リュウホウ

コスズ

すずほのか



３ 平成３０年産大豆に係る収穫後入札取引結果（平成３１年２月実施分） 

 

 平成 30 年産大豆に係る収穫後入札取引の平成 31 年 2 月の実施結果が、平成３1 年

2 月 28 日に公表されました。今回、東北各県から上場された主力品種の落札平均価格及

び落札率の概要は以下のとおりです。 

落札平均価格は、青森県「おおすず」が 7,639 円/60kg、岩手県「リュウホウ」が

7,940 円/60kg、宮城県「ミヤギシロメ」が 8,283 円/60 ㎏、秋田県「リュウホウ」

が７,821 円/60 ㎏、山形県「里のほほえみ」が 7,755 円/60kg でした。なお、福島県

「タチナガハ」は不落札となっており、全国の落札率は 58％となりました。 

 
平成 30 年産大豆に係る収穫後入札取引結果（平成３1 年 2 月実施分）とりまとめ 

（東北各県主力品種分） 

 

※「公益財団法人 日本特産農産物協会」公表値を加工 

※各県の主力品種は、平成２9 年産の作付面積が一番大きい品種としております。 

おおすず 2,145 990 1,485 660 68 7,578 7,775 7,639 8,139 8

トン換算 129 59 89 40

リュウホウ 2,475 495 330 0 11 7,940 - 7,940 7,937 25

トン換算 149 30 20 0

ミヤギシロメ 3,300 660 3,135 330 88 8,370 7,450 8,283 8,116 86

トン換算 198 40 188 20

リュウホウ 5,940 825 2,475 0 37 7,821 - 7,821 7,667 40

トン換算 356 50 149 0

里のほほえみ 1,650 0 660 0 40 7,755 - 7,755 8,179 18

トン換算 99 0 40 0

タチナガハ 495 0 0 0 0 - - - 7,967 9

トン換算 30 0 0 0

87,448 16,985 52,158 8,240 58 8,591 8,171 8,534 8,202 31

トン換算 5,247 1,019 3,129 494

産

地
品種銘柄

上場数量（60㎏換算個） 落札数量（60㎏換算個）

落札率

(％)

落札価格（円） 落札平均価

格

（円/60

㎏）

(参考)平成29年産

落札平均価格

（円/60㎏）

落札率

(%)

青

森

岩

手

宮

城

普通大豆
特定加工

用大豆
普通大豆

特定加工

用大豆
普通大豆

秋

田

山

形

福

島

全

国

特定加工

用大豆



発行元：東北地域大豆振興協議会事務局

（東北農政局 生産部 生産振興課）

ＴＥＬ：０２２－２６３－１１１１（内４１１２）

・記事や大豆生産振興に関する御質問や御感想など、御自由にお寄せください。

・記事を転載される場合は、御一報ください。

・東北地域大豆振興協議会では大豆に関する情報発信手段としてホームページを

開設しております。アドレスは下記のとおりです。ぜひ御利用ください。

http://www.maff.go.jp/tohoku/seisan/daizu/kyougikai/index.html


